
集合狂犬病予防注射

　犬を飼っている方は、法律により生涯一度の登録と毎年一回の狂犬病予防注射を受けさせる義務があります。

狂犬病は発症すると１００％死に至る病気ですので、必ず受けさせましょう。

　今年の日程等は下記のとおりです。町内在住の方は、表内のどの場所でも受けることができます。

対生後９０日を経過した犬

儡●狂犬病予防注射（毎年一回）３，５００円（注射料２，９５０円＋手数料５５０円）　●新規登録（生涯一回）３，０００円

【持参するもの】町から郵送されたお知らせハガキ

※未登録の方、ハガキのない方も会場で新規登録および狂犬病予防注射を受けることができます。

※病気等で受けることができない場合は、獣医師に相談してください。

※今回の集合狂犬病予防注射で受けられなかった場合やおとなしく注射を受けることができない場合は、後日 

　動物病院等で受けてください（料金等は動物病院にお問合せください）。なお、注射済票など発行できない動物

　病院の場合は、町生活環境課で手続きをしてください（手数料：注射済票５５０円、新規登録（鑑札）３，０００円）。

問生活環境課　撒（５７）４１３１

実施場所（１班） 時間 実施場所（２班） 時間

4
月
20
日（
日
）

野木町役場  8：30～ 9：00 野木町役場  8：30～ 9：00

南赤塚小学校  9：10～ 9：35 川田集落センター  9：10～ 9：20

中谷生活センター  9：45～ 9：55 佐川野小学校  9：30～ 9：50

野渡コミュニティセンター 10：05～10：25 潤島グラウンド 10：00～10：25

野木小学校 10：35～10：55 友沼小学校 10：35～10：55

新橋学校 11：05～11：30 松原コミュニティセンター 11：05～11：30

町立図書館 11：40～12：15 町立図書館 11：40～12：15

問生活環境課　撒（５７）４１３２

　４月は進学・就職等に伴い、若年層の生活環境が大きく変わり、性犯罪や性暴力等の被害に遭うリスクが 

高まる時期です。１０代・２０代に対する性暴力の手口が巧妙になっています。

　同意のない性的行為の強要は、いかなる理由・関係性であってもすべて性暴力です。

　性暴力に関する情報をみんなで共有して、社会全体で性暴力をなくしていきましょう。

若年層の性暴力被害予防月間４月は 若年層の性暴力被害予防月間

 　相談窓口

性犯罪・性暴力被害者のための
ワンストップ支援センター

 ＃8891　【全国共通番号】　
 ※最寄りのワンストップ支援センターにつながります。

性暴力被害相談窓話
 ＃8103　【24 時間受付】
 ※発信場所を管轄する都道府県警察の性犯罪被害相談電話窓口に

　 つながります。

（20）

　被害やトラブルに遭ってしまったことはあなたの責任ではありません。

　ひとりで悩まずすぐに相談窓口へ相談してください。　 

広　　告


